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ERAP1

ERAP1; APPILS; ARTS1; KIAA0525; Endoplasmic reticulum aminopeptidase 1; ARTS-1;
Adipocyte-derived leucine aminopeptidase; A-LAP; Aminopeptidase PILS; Puromycin-
insensitive leucyl-specific aminopeptidase; PILS-AP; Type 1 tumor necrosis facto
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、HLAクラスI結合前駆体をMHCクラスI分子上に提示できるようにトリミングするアミノペプチダーゼである。コードされるタンパク質は、単量体として、またはERAP2とヘテロ二量体として作用する。このタンパク質は、アンジオテンシンIIの不活性化による血圧調節にも関与している可能性がある。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2010年10月],触媒活性：N末端アミノ酸Xaa-|-Xbb-の遊離。XaaはLeuが好ましいが、Met、Cys、Pheなどの他のアミノ酸である可能性もある。,注意：Met-1とMet-13のどちらが開始アミノ酸であるかは不明である。,補因子：サブユニットあたり1個の亜鉛イオンに結合する。,機能：ほとんどのHLAクラスI結合ペプチドの生成に必要なステップであるペプチドトリミングにおいて中心的な役割を果たすアミノペプチダーゼ。ペプチドトリミングは、長い前駆体ペプチドをMHCクラスI分子への提示に必要な正しい長さにカスタマイズするために不可欠です。9～16残基長の基質を強く好みます。13残基を急速に9残基に分解し、その後分解を停止します。ロイシン残基および疎水性C末端を持つペプチドを優先的に加水分解しますが、C末端が荷電したペプチドに対する活性は弱いです。ペプチドホルモンの不活性化に関与している可能性があります。アンジオテンシンIIの不活性化および／または腎臓におけるブラジキニンの生成を介して血圧調節に関与している可能性があります。,誘導：IFN-γによる。,PTM：N-グリコシル化。,類似性：ペプチダーゼM1ファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。ERAP2とのヘテロダイマーとして存在する場合もある。,組織特異性：普遍的。,
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	ARTS-1抗体を用いたHepG2細胞、Jurkat細胞、HUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ARTS-1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ERAP1ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット解析した。

